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1. 歧伯曰 能知七損八益, 則二者可調; 不知用此, 則早衰之節也. 
年四十, 而(   )氣自半也, 起居衰矣. 
年五十, 體重, 耳目不聰明矣. 
年六十, (   )痿, 氣大衰, 九竅不利, 下虛上實, 涕泣俱出矣.

2. 善診者, 察(   )按(   ), 先別陰陽; 審淸濁, 而知部分  

3. 故因其輕而揚之, 因其重而減之, 因其衰而彰之. 形不足者, 溫之以(   ); 精不足者, 補之以(   ). 其高
者, 因而(   )之; 其下者, 引而(   )之, 中滿者, 寫之於(   ), 其有邪者, 漬形以爲(   ). 其在皮者, (   )
而發之; 其慓悍者, 按而收之; 

4. 歧伯對曰 悉乎哉, 問也!  請遂言之. 心者, (   )之官也, 神明出焉. 肺者, (   )之官, 治節出焉. 肝者, 
(   )之官, 謀慮出焉. 膽者, (   )之官, 決斷出焉. 膻中者, (   )之官, 喜樂出焉. 脾胃者, (   )之官, 五
味出焉. 大腸者, (   )之官, 變化出焉. 小腸者, (   )之官, 化物出焉.腎者, (   )之官, 伎巧出焉. 三焦
者, (   )之官, 水道出焉. 膀胱者, (   )之官, 津液藏焉, 氣化則能出矣.

5. 歧伯曰 心者, 生之本, (   )之變也;肺者, 氣之本, (   )之處也; 腎者, 主蟄封藏之本, (   )之處也; 肝
者, 罷極之本, (   )之居也; 脾胃大腸小腸三焦膀胱者, 倉廩之本, (   )之居也, 名曰器,

6. 是故多食(   ), 則脈凝泣而變色; 
多食(   ), 則皮槁而毛拔; 多食(   ), 則筋急而爪枯;多食(   ), 則肉胝䐢而脣揭;
多食(   ), 則骨痛而髮落, 此五味之所傷也.

7. 歧伯對曰 腦髓骨脈膽女子胞, 此六者, 地氣之所生也, 皆藏於陰而象於地, 故藏而不寫, 名曰(   )之
府.

8. 所謂五藏者, 藏(   )而不寫也, 故滿而不能實; 六府者, 傳(   )而不藏, 故實而不能滿也.  

9. 黃帝問曰 醫之治病也, 一病而治各不同, 皆愈何也?
歧伯對曰 (   )使然也.
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10. 夫(   )者, 所以視萬物, 別白黑, 審短長.  以長爲短, 以白爲黑, 如是則精衰矣.

11. 夫五藏者, 身之强也. 
(   )者, 精明之府, 頭傾視深, 精神將奪矣. 
(   )者, 　胸中之府, 背曲肩隨, 府將壞矣. 
(   )者, 腎之府, 轉搖不能, 腎將憊矣. 
(   )者, 筋之府, 屈伸不能, 行則僂附, 筋將憊矣. 
(   )者, 髓之府, 不能久立, 行則振掉, 骨將憊矣.

12. 形樂志苦, 病生於(   ), 治之以灸刺; 
形樂志樂, 病生於(   ), 治之以鍼石; 
形苦志樂, 病生於(   ), 治之以熨引; 
形苦志苦, 病生於(   ), 治之以百藥; 
形數驚恐, 經絡不通, 病生於(   ), 治之以按摩醪藥.  是謂“五形志”也.
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정답
1.陰/陰
2.色/脈
3.氣/味/越/竭/內/汗/汗
4.君主/相傅/將軍/中正/臣使/倉廩/傳道/受盛/作强/決瀆/州都
5.神/魄/精/魂/營
6.鹹/苦/辛/酸/甘
7.奇恒
8.精氣/化物
9.地勢
10.精明
11.頭/背/腰/膝/骨
12.脈/肉/筋/咽嗌/不仁


